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　　　　　　日蝕時に船ける北糠i附鰻の空の購るぎ

Brightness．of　North　Polar　Region　During　the’Solar　Eclipse，　Feb．5，　1943re

木　　村　　勝　　A47alsarit　A：inzurα．

　二月5日の東京で85％の部分蝕に，．一罷何の位に嗜くなるものかア　といふ

ことから，光電管でやって見ようと云ふ事に決めて，本格的にやり始めたのは

今年のr月も中頃であった．“セシウム”極の眞室型光電管Caesium　photo・

electric　tubeを使用して“マ．イクロ・アンメiダ’Micro－ammet鋭で直接測定

する事にした．差し當って北極附近約30。位を測る檬にカバ1を作って，フィル

タは黄色の一般用のを使用したが，セシウム型は黄色部分に感度の非常に良い

所があり，黄色フィルタを使用することにより，大分感度が一様になるものと

思はれる．

　10μAのマイクロ・アンメ1タでは振り切るおそれがあるので，第1圏配線圖

の如く接下して逆に電流を流して10μAから再び0に戻す様に工夫した．
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　　　　　　第　1　圃　　　配　　線　　「1

　第1圖に於て100K：Ω，500Ωは団定抵抗．5K：Ωは可愛抵抗．1KΩはボリュ1

ムコントロ1ル．LFCは，低周波チ．1ク．“μA”のマイクロ・アンメ】タは

10μA（最大）．内部抵抗は1750Ω．直流電源は圃の如く交流Alternating　cur・

rentを整流して使用．省，スライダ。クを使用して潮流電座を任意に調製し得

る．

　光電流10μA以上の時はAB間に電池を接績して逆電流を流して指針を0に

ee
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戻す．観測は6時30分より8時00分迄．

　光電管を北極に向け，絞りにより受光範圏を北極を中心に約300とした．

　さて，當日は一早朝來，．猛烈な霧のために大分リ1クヂカレント（漏洩電流）が

流れたが，何とか工：夫してリ1クを無くして観測に移った．．

　自分として自信の持てるヂ1タは下表の部分だけである．何故ならば，最初

蝕甚附近迄は大艦一様に雲がかNつて居たために結果が良く出たが，蝕甚後，

復圓迄は太陽が雲に入ったり出たりする爲にメ1タが不安定であることN復圓

あたりに於ける明るさに附して光電管が飽和（或る明るさに於ける電堅電流の

曲線に於て）して居るか，どうかといふ貼であるから．從って，同じやうな状

態の日に明るさを測定しなければならぬのが出來ないので，只，途中に於て光

の彊さがこんな程度に弱くなるといふことが判るのみである．

　以上の結果は次の様になった．
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第2圃　光電流の攣化Photoelectric　current．
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　注意N．B．：F＝晴Fair，　C窟曇Cloudy，時刻は日本中央標準時Time　in
J．　C．　S．　T．

　これをカ1ヴに表すと第2圃の如くなる．樹ほ，カ1ヴに於て光電流が少く

なることは，それだけ光量が減することである．叉，グラフ並に記録中の光電

流の攣化は光量と比例して居る（光電管は眞丁丁で飽和させてある）．

　始めは日の出，太陽が駈けて行くより

も太陽が昇って明るくなる方が恥いから

線は昇って行く．或所へ行くと太陽が高

く昇っても訣けて行く：方が張いから，線

は下向きになる．蝕甚を過ぎればだんだ曹

ん明るくなって行く．

　自llち，普通の時は圃の1（第3圖上圖）

の如く明るくなるとすれば，日蝕の時の

太陽のみの明るさは第3圖下圓の如くに

なる筈である．それで，二月5日にはII

（第3雪上圖）の曲線の如くに，始め普通

の時よりも日出の昇り方がゆるく，蝕甚

後は急激に上昇するのである．

　此の腫の襯測は部分蝕地方としては初

めてと思はれるが，謹言面白い結果が出

　ご；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野
　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　itket

り　　　・魂　　　．膿蔽斑’㍊一
　　　　・　　　　一t｝　．　　　　Ii9：」
　　　　　　　　　　ら　　　ぎワ　　　　　　　　ずセ
　　　　　　　　黙一　毒，
　　　　　躍．　　　　・．禽醗。
　　　　　　　　　　　・ゲ鯖　　　　　　・’

r

z

財面

　6寺由

第3圃　明るさの塑化の観明

　　　　　（模型的の圖）
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観　　測　　装　　置　　Apparatus．

た．之に由って日出時

の天球各部の攣化，薄

明等の観測も面白い結

果が出自る繹である．

今後も，機會ある毎に

やって見るつもりであ
る．

　絡りに，此の測定に

多大の御援助を賜った

日本血忌協會技術研究

所の松井茂氏に深く感

謝する次第である．』

参考書　John　Strong；一Procedures　in　Experimental　Physics．

繁諏羅騎反射望遠鏡金轟謝顯鵬 （本舎でも取次）


